
令和３年度石川県スポーツ推進審議会 

会議録 

 

日 時 令和４年３月２９日（火） １３：００～１４：００ 

会 場 石川県庁舎 １１０９会議室 

出席者 １１名（委員１０名 代理１名） 

次 第 

１ 開会 

２ 挨拶      酒井県民文化スポーツ部長 

３ 報告事項 

（１）石川県スポーツ推進計画 2021の進捗状況 

（２）東京オリンピック・パラリンピックに関する本県の取組み 

（３）休日の部活動の地域移行 

４ 閉会 
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 それでは、ただいまから令和３年度石川県スポーツ推進審

議会を開会いたします。開会にあたり、県民文化スポーツ部

酒井部長がご挨拶申し上げます。 

 

 

 酒井でございます。よろしくお願いいたします。本日は、

年度末の大変お忙しいなか、令和３年度のスポーツ推進審議

会にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。  

委員の皆様方には、日頃から本県のスポーツ振興にご尽力を

いただいておりますことに、心から感謝を申し上げたいと思

います。今年度は、東京オリンピック・パラリンピックをは

じめ、世界選手権大会などの世界の大舞台で、本県ゆかりの

選手が大いに活躍・奮闘された一年だったのではないかと思

っています。こうした大舞台で力の限りを尽くされる姿は、

県民に大きな感動と希望を与え、改めて、スポーツが持つ力

の素晴らしさを実感したところであります。今後とも皆様方

をはじめ関係団体と連携し、本県スポーツの振興につなげて

いきたいというふうに考えております。さて、本県のスポー

ツ施策を総合的かつ計画的に推進していこうということで

「石川県スポーツ推進計画２０２１」を、昨年、本審議会に

おいてご協議をいただき、策定をいたしました。本日はこの

あと、本計画の進捗状況や、東京オリンピック・パラリンピ

ックにおける本県の取り組み等について、説明がありますの
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で、委員の皆様方には、本県のスポーツ振興が一層図られる

よう、忌憚のないご意見をいただければというふうに思って

おります。本日はどうぞよろしくお願い致します。 

 

まず、本日１１名の方にご出席をいただいており、石川県ス

ポーツ推進審議会条例第６条の定足数を満たしていること

をご報告いたします。 

次に、本年度新しく委員になられた２名の方をご紹介いたし

ます。石川県高等学校体育連盟会長 正村 泉一 委員で

す。 

 

正村でございます。よろしくお願いいたします。 

 

石川県中学校体育連盟会長 佐々木 伸治 委員です。 

 

佐々木です。よろしくお願いいたします。 

 

なお、杉森委員につきましては、所用のため欠席となり、代

理といたしまして石川県障害者スポーツ協会 山田様にご

出席をいただいております。 

 

山田です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

次に、本会の会長、副会長の確認をさせていただきます。 

 会長、副会長につきましては、審議会条例第４条により「委

員の互選によって選出する」こととなっており、昨年度の本

審議会において、会長につきましては、西尾委員、副会長に

つきましては、尾山委員が選出されております。それではこ

れ以降の会議の議長は、規定により、西尾会長にお願いいた

します。 

 西尾会長よろしくお願いいたします。 

 

会長にご指名いただいております、西尾でございます。 

本年度も会長ということで、議事を進行させていただきま

す。不慣れなところもありますけれども、ぜひご協力のほど

よろしくお願いいたします。昨年度のこの会からちょうど一

年経つわけですけれど、その間に、酒井部長もおっしゃった

ように、東京オリパラであり、また北京のオリンピックと、
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大きな国際大会も開かれています。さらにこれは残念なニュ

ースというか事実なのですけれど、三重国体が中止されてし

まって、目標を失ったような選手もいるかと思うのですけれ

ど、そういう中で、各競技団体、学校スポーツ、委員として

ご参加されている各団体、非常に大きな影響を受けながら

も、様々な工夫によってそれを乗り越えようという動きも

多々お聞きしております。そういう状況でのこの審議会です

けれども、ぜひ石川県のスポーツがさらに発展し、成果があ

がる力に少しでもなれればと思っております。ご協力よろし

くお願いいたします。 

それでは次第に従いまして、議事進行させていただきま

す。報告事項１「石川県スポーツ推進計画２０２１」の進捗

状況について、事務局の方からご報告よろしくお願いいたし

ます。 

 

スポーツ振興課課長を務めております吉丸でございます。そ

れでは、石川県スポーツ推進計画 2021 の進捗状況について

御報告いたします。 

 

（１）石川県スポーツ推進計画 2021 の進捗状況 

 資料１－１をご覧ください。本計画の位置づけ及び概要に

ついて、改めてご説明をいたします。 

 本計画の位置づけですが、スポーツ基本法において、都道

府県はスポーツの推進に関する計画を定めるよう規定され

ております。石川県スポーツ推進条例においても、スポーツ

に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、地方ス

ポーツ推進計画を策定することが規定されております。 

 これまでは、石川の教育振興基本計画のスポーツに関する

部分を、本県のスポーツ推進計画としておりましたが、昨年

度が第 2期石川の教育振興基本計画改定のタイミングでござ

いましたので、それにあわせて、スポーツ分野単独の計画を

作成し、みなさまにご協議いただきまして、策定することと

なりました。 

 生涯にわたるスポーツ活動の振興、競技スポーツの振興、

スポーツを通じた地域活性化の３つを柱とし、それぞれに項

目ごとに取組みを記載しております。 

 

 それでは、今年度の取組みの主なものについて御報告いた

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料１－２をご覧ください。こちらは、「生涯にわたるスポ

ーツ活動の振興」についての取組みをまとめたものです。１

～７までございます。 

 

「１．若年期から高齢期までライフステージに応じたスポー

ツ活動の推進」についてですが、令和 2年度に 4月の第 4日

曜日を「いしかわ県民スポーツの日」と制定しまして、令和

3 年度はいしかわ総合スポーツセンターにおいて記念イベン

トを行いました。県ゆかりのアスリートによるトークショー

では、元柔道選手でロンドンオリンピック金メダリストの松

本薫さん、炎鵬関、PFU ブルーキャッツコーチの坂下麻衣子

さんにご出演をいただきました。スポーツ教室では、トラン

ポリンやボッチャ、ブレイクダンスなど 8 競技の体験を行

い、のべ 500 名ほどが参加いたしました。平成 30 年度末か

ら開始した「いしかわスポーツマイレージ」に、新たに、実

際にコースを歩くことができる「いしかわまるごとウォーク

チャレンジ機能」を追加し、19市町と県が 1コースずつ、計

20コースを作成し、10月以降ご利用をいただいております。 

 

「２．子どものスポーツをする機会の充実」についてですが、

県内の公立小・中・高校等３３１校において、各校の実情に

あわせた「体力アップ１校１プラン」計画書を作成しまして、

各校で工夫しながら体力の向上を図りました。また、小学校

の学級単位で４種目（40m走、8の字、シャトルボール、なが

なわ）の記録や回数に挑戦する「スポチャレいしかわ」を実

施しまして、200校、1762クラスが参加し、スポナビいしか

わにもランキングを掲載してまいりました。 

 

「３．女性や障害者のスポーツ活動の振興」については、女

性アスリートの指導に必要な基本的知識に関する講習会を

開催いたしました。障害者ふれあいフェスティバルにおい

て、東京パラリンピック車いすバスケットボール男子銀メダ

リストの宮島徹也選手などをお招きし、オンラインでのトー

クショーを行いました。 

 

「４．地域のスポーツクラブの育成と活動支援」ですが、県

体育協会や県クラブ連絡協議会と連携し、来年度から始ま

る、総合型スポーツクラブの登録認証制度についての説明会

を実施いたしました。また、同じく県体育協会や県クラブ連

絡協議会と連携し、中学校の休日運動部活動の地域移行の課



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題等を整理する検討会議を行ってまいりました。 

 

「５．スポーツに関わる多様な人材の育成」についてですが、

地域スポーツ人材養成講習会の開催、県内のスポーツ推進委

員の資質向上にむけた研修会の開催などに取組んでまいり

ました。 

 

「６．スポーツ施設の整備・充実」についてですが、県立の

スポーツ施設については毎年優先順位をつけながら必要な

整備を行っております。 

また、県立野球場につきましては、西部緑地公園全体の話と

して、現在再整備に向けた基礎調査を行っているところでご

ざいます。 

 

 次に資料１－３をご覧ください。こちらは、競技スポーツ

の振興についての取組みをまとめたものでございます。 

「１．ジュニア選手の育成と強化」についてですが、スポー

ツ能力測定会とスポーツ見本市を一体的に開催する「いしか

わジュニアアスリート発掘事業」を、金沢、七尾の２会場で

実施し、300名を超える方にご参加いただきました。 

また、小・中学生の全国大会で優秀な成績を収めた 16 競技

団体を指定し、合宿やトップレベルのコーチ招聘等にかかる

経費を、支援をいたしました。主な大会の結果としましては、

陸上競技において、全国小学生陸上競技交流大会 女子コン

バインド Bで優勝、全国都道府県中学生相撲選手権大会 無

差別級での優勝などがございます。 

 

「２．より高いレベルの選手の育成と強化」についてですが、

国体や全国大会等での順位獲得に向けた、成年・少年選手へ

の支援と、中学生・高校生の強化を行っております。 

全国中学校体育大会では、水泳競泳男子 100m平泳ぎで 2位、

男子飛び板飛込み 2 位など、全国高等学校総合体育大会で

は、こちらでも水泳男子高飛び込みで優勝、ウエイトリフテ

ィング女子 64kg級での優勝などがございます。 

大会の結果につきましては、別途参考資料としておつけをし

ております。 

 

「３．スポーツ指導者の養成と資質向上」についてですが、

各競技団体が行うトップコーチ招へいや中央競技団体主催

の研修会への派遣等の支援を行っております。また、各競技



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体との個別会議や監督者会議を行い、ガバナンスコンプラ

イアンスの徹底等についても呼びかけてまいりました。 

 

「５．障害者アスリートの競技力向上」についてですが、全

国大会出場の際にかかる費用を支援する「障害者アスリート

支援事業」を実施いたしまして、今年度は大会数の減少等も

ありまして、活用実績は 2件となっております。 

 

次に資料１－４をご覧ください。こちらは、スポーツを通じ

た地域活性化についての取組みをまとめたものでございま

す。 

 「１．スポーツを通じた交流人口の拡大」についてですが、

いしかわ里山里海サイクリングルートの利用促進を図るた

め、ホームページやフェイスブックなどの SNSも使いながら、

情報発信を行ってまいりました。モバイルスタンプラリーや

フォトコンテンスとなどのイベントを行うことで、より親し

みやすくなるよう工夫を行いました。 

 

「２．県内トップスポーツチーム等との連携」についてです

が、平成 30 年度に締結した包括連携協定に基づきまして、

小中学校においてスポーツ教室や職業講話を行い、約 2800名

の児童・生徒がトップチームの選手たちとふれあうことがで

きました。 

また、本県ゆかりの選手たちが活躍された競技等を体験でき

る「東京オリンピック・パラリンピック種目体験教室」をい

しかわ総合スポーツセンターで開催しまして、トランポリン

やボッチャなど８競技の体験教室を行ったほか、実際に日本

代表が使用したカヌーや、聖火トーチの展示なども行いまし

て、約６００人の参加がございました。 

 

「３．東京 2020 オリンピック・パラリンピックのレガシー

の活用」についてですが、今年度の事前合宿中は、感染防止

対策を徹底する中で、多くの県民の皆様には、選手の姿をご

覧いただけなかったため、大会後、大型商業施設において、

事前合宿の様子を見ていただける「オリパラ事前合宿写真

展」を１１月２７日、２８日にイオンモール新小松にて開催

いたしました。また、ニュージーランドチームの事前合宿が

きっかけとなって始まりました、アジア･パシフィック･カヌ

ースプリント大会に向けた「友好交流イベント」を１２月１

１日に、オンラインで開催いたしました。 
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「４．オリンピック・パラリンピック教育の推進」について

ですが、トップスポーツ選手を招へいしまして、実技指導と

講演会を行う「スポーツ選手ふれあい事業」や、教育実践推

進校において、オリンピアン・パラリンピアンとの交流等を

とおして、夢や希望を持ち努力することの大切さを学ぶ「ス

ポーツ選手派遣事業」などを行い、オリンピック・パラリン

ピックの理念や、共生社会の実現に向けた取組みを行ってま

いりました。 

以上で、計画の進捗について取り組んだものの主なものにつ

いての報告を終わります。 

 

 

課長からのご説明ですけどありがとうございました。 

ただいまのご報告の件について、ご質問、それからご意見

等ありますでしょうか。大変多岐な内容を含んでおりますの

で、全体的なことでも結構ですし、各部分の所、進捗状況に

関することでも結構ですし、内容についてでも結構ですので

どなたかおありの方、挙手していただいて、ご質問いただけ

ればと思うのですけれど、資料１－１～４までのご報告の内

容ですか、いかがでしょうか。 

学校教育の方、また後でもお話いただけるかもしれません

けれど、石田委員なにかよろしいですか。 

 

県の学校教育研究会、鞍月小学校の校長もしております石

田と申します。 

質問というか、コロナ禍でいろいろスポーツも制限がたくさ

んあったのかなと思うのですが、その中で、ポイントを絞っ

た、学校でいきますと体力アップ一校一プランでありますと

かスポチャレいしかわというのは大変効果的であったなと

感じておるのですが、特にスポチャレいしかわのところの２

００校１７６２クラス参加というところなのですが、この辺

の参加状況や取り組み状況についてはコロナ禍でどうなっ

たのかというのを教えていただければなとおもうのですが。 

 

保健体育課の居村といいます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

コロナの前までは、ちょっと正確な数までは、９９．５％

よりもさらに１００に近い方の数字、参加率といいますか、

実施率であったと思います。昨年がだいたい９割。９０％く
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らいです。今年はどうなるかなと思っていたのですが、９

５％を超えて、今は手元に正確な資料はないのですけれど、

同じような数くらいまで実施されているという風に確認し

ております。実施状況なのですが、先ほどのスポーツ振興課

長の説明にもありましたとおり、リアルタイムで、インター

ネットで順位がでるということで、それぞれの小学校で休み

時間を活用してクラス単位で全員が参加して行うというこ

とで、大変熱心に取り組んでいただいているところでありま

す。本県の体力運動能力調査もそれのおかげでといいます

か、そういう取り組みのおかげで全国上位をキープ出来てい

るのではないかなと、いうことにつながっているのではない

かなというふうに思っています。ただ、コロナで昨年そうい

ったパーセンテージになりましたし、今年もパーセントは上

がったのですが、実施回数という面でみるとやはり密を避け

るというようなことで、学校現場のほうではだいぶ心配とい

いますか、安全の確保といいますか、そう言ったような観点

で苦労されて取り組んでいただいたのだなあというような

ことは伺ったりしています。ただ、熱意を持って現場の先生

方にやっていただいて、子どもたちが精一杯取り組んでくれ

ているということで、現在こういうことになっているのかな

と思っておりますが、よろしいでしょうか。 

 

ありがとうございます。コロナ禍２年間の中で見ておりまし

て、やっぱり体力もどんどん下がってきているなあと感じて

おりまして、その中でどのようにということを見ておりまし

て、考えたのはやはり課題、子どもたちの課題についてしっ

かり学校、子どもも含めて共有することがすごく大事だなと

いうことが見えてきました。ただ大人が頑張れ頑張れという

のではなく、それを共有して子どもたちと一緒にベクトルを

そろえていくことが大事だなと思っておりますし、その辺に

ついてスポチャレいしかわでありますとか、一校一プランと

いうのがすごく有効であるというのを感じた次第でありま

す。そのような中で、ベクトルをみんなでそろえて取り組む

ことによって成果が出た場合、また子どもたちにしっかり返

して、そういうサイクルに持って行くことがすごく大事だな

と、コロナ禍で、制約がある中での取り組みについて感じた
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次第であります。 

 

ありがとうございます。 

今のご説明の中で非常に感動したというか、リアルタイムに

結果が子どもたちの前に出せるということ、これがやっぱ

り、子どもたち非常に興味を持つし、参加意欲や向上意欲と

いうのを高めるのに非常にいいのかなと。かつてはできなか

ったり、集計して何日後か何ヶ月後かにわかるという状況だ

ったと思うのですけれど、非常に後押しするのかなと思いま

した。 

丸山委員お願いします。 

 

金沢学院大学の丸山です。 

資料１－３の方でまず１番のジュニア選手の育成と強化

というところで、いしかわジュニアアスリート発掘事業のこ

とについて記載されているのですけれど、個人的にも協会を

通して、トライアウトによるタレント発掘の方にも関わって

いることもあって、大変興味がある内容ではあるのですけ

ど、実際に子どもたちが１９１名集まって、測定をして、こ

の子どもたちが各自分の能力が何に長けているかを把握し

てそこから各競技に移っていくというか、実際にこの１９１

名がどのように次の段階に進んでいくかというところを教

えていただきたいということと、３番の所のガバナンスコン

プライアンス遵守の徹底について、これも今スポーツ界でも

大変重要な課題になっているとは思うのですけれども、各競

技団体に対してどのようにこのガバナンスコンプライアン

ス遵守を徹底させているのかというのを教えていただきた

いと思います。 

 

ジュニア選手の育成の部分で、子どもがどういうふうに今

後続いていくのかというところですが、まさにスポーツ能力

測定会でいくつか能力を測定した上で、例えばジャンプする

とか機敏性が優れているとか、じゃあその子がやっているス

ポーツがあればこういう所をもっとこういう風に伸ばせば

いいんじゃないかみたいなことを、カウンセリングまではい

かないのですけれど、能力測定会のスタッフが子どもや保護
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西尾会長 

 

 

者の方にご説明する場を設けておりまして、そういった所を

踏まえて、子どもとしてじゃあこのスポーツをやってみよう

かなとか、この競技をやっていきたいからもっとこういう所

を伸ばしていこうかなというふうな動きがひとつありまし

て、そういったことが分かって良かったという感想をいただ

いております。競技団体が主催するスポーツ体験教室等もご

ざいまして、スポーツ見本市の場でもこういった体験教室や

っていますとか、初心者のかたも歓迎ですという風なことも

チラシ等をお配りしていますので、そこからそういった競技

団体に連絡があって、競技を続けていると、手元に細かい数

字はないのですが、そういった事例も複数上がってきている

というふうに伺っております。子どももただ能力測定をして

こういうところが良かったね、というだけではなくて、体験

の場とかを積極的に繋げていくということが重要であると

考えております。 

ガバナンスコンプライアンスの徹底についてですが、各競

技団体と年２回とか、３回ほど個別に会議を行っておりまし

て、その場でこういった事例があるので気をつけてください

ですとか、例えば今年度の春先には女子選手の運動する姿の

盗撮であるとかそういった問題もありましたので、そういっ

たところはトピックとして取り上げた上でなにか困ってい

ることはないかとか、そういったことを各団体に聞き取りつ

つ、そういったことがないように注意をしてほしいとか、大

会開催に当たってはそういった所のケアもしてほしいとお

伝えしています。ドーピングについては、競技力向上の推進

会議、各競技団体のみなさんに集まっていただく会議ござい

まして、そこにドーピングに知見を有する専門家の方をおよ

びして、困ったときはこういう風に相談すればいいよとか、

こういったことに気をつければ問題ないはずだよとかそう

いった所を講演していただいております。そういった形で各

競技団体を通じてガバナンスコンプライアンスの徹底とい

うところを呼びかけております。 

 

ありがとうございます。 

 

今の最後のドーピング、私自身がお話するような立場で、

県の中でも限られた方には周知ある程度出来るけれど、広く

お知りいただくというのがなかなか難しいなということで、
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自分たちは関係ないと思っておられるかもしれませんけれ

ども、あの木場潟での事件があったり、いろんな意味で皆様

に広くご周知出来ればより安全で正しい方向で皆さんが活

動出来るのではないかなと思っております。 

それでは時間もありますので、次の報告事項２「東京オリ

ンピック・パラリンピックに関する本県の取り組み」につい

て事務局のほうからご説明いただきます。 

 

（２）東京オリンピック・パラリンピックに関する本県の取

組み 

それでは、東京オリンピック・パラリンピック大会に関する

本県の取組みについて御報告いたします。大きく、聖火リレ

ー、事前合宿、本県ゆかりの選手の結果についての御報告と

いたします。 

 

資料２－１をご覧ください。まず、オリンピック聖火リレ

ーについてですが、当初、県内全市町を走行予定だったので

すが、新型コロナウイルス感染拡大の状況がございましたの

で、公道での走行をとりやめまして、各日の聖火到着式とい

うものを行う予定としておりましたので、聖火到着式会場に

おいて、区間ごとにトーチキスリレーを行うこととしまし

た。１日目は５月３１日、金沢城公園三の丸広場にて、２日

目は６月１日、和倉温泉湯っ足りパークにて開催をしまし

て、各市長町長をお招きしまして、走行予定だった１８３名

がステージ上でトーチキスを行いました。また、会場には、

ランナーだけではなくて、ランナーのご家族、ご友人等にも

お越しいただきました。 

パラリンピックの聖火フェスティバルにつきましては、各

特別支援学校９校での採火と、産業展示館２号館での集火・

出立式の構成で行いました。 

採火は、各特別支援学校の児童・生徒が、古来の火起こし

の道具である「まいぎり」を用いまして火をおこしました。 

その火を、集火皿で統合し、その火を東京へと送り出す出立

式を産業展示館で行いました。集火・出立式につきましては、

本県出身の車いすバスケット選手である上村知佳さんの立

合いのもと行い、本県の代表生徒として東京に行く予定だっ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西尾会長 

 

た清水だいき君や未来のパラアスリートへの激励をいただ

きました。 

次に、本県での東京オリンピック・パラリンピックの事前

合宿についてですが、オリンピック競技が、７／８から８／

１にかけて、６競技、延べ１２カ国が実施、パラリンピック

競技につきましては、８／３から８／２９にかけて、２競技、

延べ７カ国が実施をいたしました。 

メダル獲得状況については、以下の表のとおりでございま

すが、金メダル１２個を含む２８個のメダルを獲得されると

いう素晴らしい成果であり、合宿国から多くのメダリストが

輩出されました。 

「地元の心のこもったおもてなしが、選手をリフレッシュ

させ、本大会で力を発揮することにつながった。」といった声

も合宿の責任者から感謝の意を伝えるレターをいただきま

して、さらに、選手からお礼のビデオレターも寄せられまし

て、事前合宿写真展などで披露することができました。総じ

て、今般の合宿は、各国の高い評価をいただいたと思ってお

りまして、大変うれしく思っております。 

次に、資料２-２をご覧ください。こちらは、本県ゆかりの

選手の活躍をまとめたものでございます。東京オリパラに加

えまして、先日開催された北京冬季オリンピックに出場され

た小山陽平選手の結果も掲載しております。皆さん奮闘され

まして、特に東京大会では、女子レスリングの川井梨紗子選

手の２連覇、妹の友香子さんの金メダル獲得によって、夏季

五輪初となる姉妹での金メダル獲得というふうな歴史的な

結果となりました。また、女子バスケットボール、ボッチャ、

車いすバスケでの銀メダル獲得、女子トランポリンの歴代最

高順位獲得、女子ハンドボールの 45 年ぶりのオリンピック

での勝利など、大変嬉しい結果がたくさんありまして、県民

のみなさまに夢や感動をもたらした素晴らしい大会であっ

たと思っております。 

以上で、東京オリパラに関する本県の取組みについてのご

報告を終わります。 

 

ありがとうございます。 

オリンピック聖火リレー、聖火フェスティバルについて
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も、事前合宿に関しましてもコロナ禍のもとで大変なご苦労

と工夫をされた上での行事だったかと思うのですけれども、

その成果もこうやってご報告いただいたということです。こ

の件について何かご質問・ご意見等ありますでしょうか。 

 

 

オリンピックの聖火リレーにしましても、なにかそのとお

りコロナの感染者の拡大やらなんやらで、オリンピックを開

催するにしてもぜんぜん違う世界みたいな気持ちでおりま

した。それでこの聖火リレーにいたしましても、公道を通る

のではなく聖火の到着式みたいな形で規模を小さくして開

催されたということで、関係者以外すごく盛り上がらなかっ

たのだろうなというのを感じていました。ただ、やはりオリ

ンピックが始まりますと、「日本頑張れ」じゃないですけど想

いは一緒だったと思います。そして受け入れ体制を整えたと

いうことについては、ほんとにコロナの対策いろいろあった

と思いますので、いろいろご苦労があったのではないかとい

うことだけは察していますけど、無事に本大会に選手を参加

させることができたというのは本当にいいことだったと感

じております。 

 

委員の皆さんも一般県民の皆さんも同じようなことを感じ

られた中で催されたことじゃないかと私も思っております。

東京オリパラについてさらになにかありませんでしょうか。 

 

東京オリパラに関わる立場だったんですけど、実際本県の

取り組みでとても感謝しているのが、いしかわグローバルア

スリート支援事業というのをオリンピックの５，６年前から

導入していただいて、トランポリンに関しては立ち上げてい

ただいた初年度のメンバーが全員オリンピックに出場して

おりまして、選手たちがナショナルチームに入っていない時

期だったので大変ありがたくて、やはりオリンピックに出場

するための底上げとして本当にいしかわグローバルアスリ

ート支援事業は役に立ったという風に実感しております。ぜ

ひもし機会があるのであれば、今後パリオリンピック、ある

いはロサンゼルスオリンピックに向けて、県の取り組みとし
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てそういった形の事業をぜひやっていただきたいというの

は要望です。以上です。 

 

事務局から何かございますでしょうか。 

 

ありがとうございます。スポーツ庁でも東京大会がおわっ

たあとに、競技団体であるとか都道府県とかもしくは企業

が、強化費を引き上げるという動きについては懸念と言うか

気にしている部分がございまして、日本全体として国際競技

力を維持向上していくというミッションがスポーツ庁にご

ざいますので、そういったところで各都道府県の取り組みで

あるとか競技団体にはぜひ工夫をしながら強化に取り組ん

でいってほしいということが示されているところです。本県

としましてもまさにトランポリンは世界大会で金メダルの

方を獲得されておりますし、そういったところが県としても

応援できるようにぜひ工夫をしてまいりたいというふうに

思っておりますので、またご意見をうかがうこともあるかと

思いますので、いろいろとお話しをお聞かせいただければと

思います。よろしくお願いします。 

 

直接オリンピックアスリートの強化に携わった丸山委員

のご意見と言うことで大変貴重なご意見だったと思うので

すけど、ぜひトランポリンだけでないと思うんですけど、全

体の底上げ、強化が成果をあげるような方策を考え、また実

行していただければというふうに思います。 

そうしましたら、３の休日の部活動の地域移行について事

務局の方からお話しいただけるかと思います。 

 

（３）休日の部活動の地域移行 

それでは休日の部活動の地域移行について、その概要を資

料でご説明いたします。令和 2年 9月 1日に文科省から、生

徒にとって望ましい部活動の環境の構築と学校の働き方改

革の推進を目指しまして、学校と地域が協働・融合した部活

動の具体的な実現方策とスケジュールが示されました。資料

で申しますと、まず一番上段ですが部活動の意義と課題とし

まして、一番上、部活動は教科学習とは異なる集団での活動



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を通じた人間形成の機会や多様な生徒が活躍できる場であ

ると、そういう位置づけになっております。二番目、一方こ

れまで部活動は教師による献身的な勤務のもとで成り立っ

てきましたのが、休日を含めまして長時間勤務の要因である

とされたり、指導経験のない教師にとって多大な負担である

ということと、生徒にとっては望ましい指導を受けられない

といった場合も生じているという事にされております。その

下の段に太いオレンジの字で書いてありますが、持続可能な

部活動と教師の負担軽減の両方を実現できる改革が必要で

あると。その改革の方向性としまして、その下段ですが、部

活動は必ずしも教師が担う必要のない業務であることを踏

まえ、まあこのように位置づけられたんですが、部活動改革

の第一歩として、休日に教科指導を行わないことと同様に休

日に教師が部活動の指導に携わる必要のない環境といった

ものを構築する。その次に部活動の指導を希望する教師に

は、引き続き休日に指導を行うことができる仕組みを構築す

る。3 番目に生徒の活動機会を確保するため、休日における

地域のスポーツ文化活動を実施できる環境を整備する。こう

いったことが示されておりまして、部活動における教師の負

担軽減に加え、部活動の指導等に意欲を有する地域人材の協

力を得まして、生徒にとって望ましい部活動の実現を図る。

そういう取り組みであります。 

令和５年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行に向

けまして、様々な課題について総合的に取り組むために全国

各地の拠点校において、実践研究が実施されております。資

料の下段の方ですが、真ん中なかほどに拠点校・地域におけ

る実践ということで左の方の矢印、一番左の方になっていま

すが、ここの上から 2番目、地域部活動の指導者や運営団体

といったものの確保ですとか、平日と休日の一貫指導、そう

いったことを行うための連携・協力体制の在り方、3 番目に

地域部活動に要する費用負担の在り方、こういったことの整

理などについて評価・分析を行っているところということで

す。今年度、本県におきましては能美市さんと内灘町さんの

中学校におきまして、実践研究に取り組んでいただき、学校

や地域の指導者、生徒、保護者にヒアリングやアンケートを

行って、評価・分析を行っているところであります。実践研
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究の内容ですとか、成果等につきましては、地域運動部活動

推進事業全体協議会を開催しまして、全市町に普及するとと

もに令和 5年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行に向

けまして、全市町におきましても取り組みの推進を図ってい

ただくということにしております。雑駁なことで申し訳あり

ませんが、こういう資料の説明をさせていただきました。よ

ろしくお願い致します。 

 

居村課長ご説明ありがとうございます。ただいまのご説

明、この項目に関しましてなにかご質問、コメント等ござい

ませんでしょうか。はい、前畑委員お願いします。 

 

スポーツ推進委員協議会から参りました前畑です。スポー

ツ推進委員は各教育委員会から石川県で 500名ほどの人が委

嘱されております。それで活動しているんですけど、しかし

認知度が低いというのが悩みで、もっと存在価値を示す取り

組みをしていただいて、有効に活用していただきたいなと考

えています。総合型クラブや体育協会など、他団体と連携し

ながら、今言われました地域スポーツの課題に取り組む体制

を作っていけたらいいんじゃないかなという風に考えてい

ます。以上です。 

 

現状についての現場からの報告かとおもうんですけど、よろ

しいでしょうか、スポーツ振興課長。 

 

ありがとうございます。地域の人材の活用と言ったところ

で、きっとまだ正確に把握できていなかったり、あるものを

まだ活用できていなかったりといったことがあろうと思い

ますので、そこはこちらでも改めて検討してまいりたいと思

います。ありがとうございます。 

 

向田体協専務理事お願いします。 

 

県体育協会の向田でございます。いまほどご説明いただい

たんですけど、これは主として文部科学省が骨組みをつくっ

て、今後改革を進めようという案なんですね？それであれば

ぜひお願いしたいことが２点ほどございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西尾会長 

 

 

 

 

 

 上から２つ目、改革の方向性、その２つ目、部活動の指導

を希望する教師は引き続き休日に指導を行うことができる

仕組みを構築する。これぜひ構築していただきたいと思いま

す。その上の方の部活動の意義と課題にもかかれているんで

すけど、まるで部活動を熱心に指導している先生方がいかに

も献身的に、いわゆる自己犠牲ばっかり払って大変な想いを

しているみたいな表現にとれるんですね。決してそんなこと

ありませんし、むしろ子供たちと部活動で触れ合って、とも

に大きな目標をもって活動したいという目的で大学を選び、

教員採用試験を受け、学校で部活動を指導されている方もた

くさんいます。そういう方々の情熱や熱意が、国の方針でや

ってはいけないことのように取り扱われることだけは避け

ていただきたいと思います。私の横に中体連の会長さん、高

体連の会長さんおいでますが、この下の「※」では主として

中学校が対象、高校も同様に取り組んでくださいと、小さい

字で書いてありますし、2 つ目、私立学校は公立学校の取り

組みを参考にして～望ましいですね、私立学校は部活動の指

導については、県の教育委員会の指導の範疇にはないと思い

ます。好きに取り組めます。そうであるならば、ここに全中

大会、全国高校総体の結果が出ておりますけど、この２大会

は、野球以外は中学生・高校生の目指す我が国で最もレベル

の高い大会なんですが、この２つの大会は、部活動単位での

出場になっています。部活動が衰退すれば、この結果もおの

ずから衰退していって、この表にのってくるのは私学ばかり

になってくるというのも十分想像できるところでございま

す。会長さんもサッカーの専門家として県内の高校部活動の

様子もよくご存じかと思うんですけど、そこら辺だけ、情熱

があって決して負担と考えていない教師までがやることを

禁じる、そういうことだけは無いようにしていただきたいと

思います。 

 

大変貴重なご意見ありがとうございます。今のご意見に対し

て、全体的なことでもなにかコメントはありますでしょう

か。学校体育、学校スポーツを担っている中体連・高体連の

委員のみなさん、なにか。 

 



佐々木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県中体連会長の佐々木と申します。よろしくお願いしま

す。今ほどのお話しで、今後令和 5年度以降に部活動がどう

なるかというのが、中学校の教員の中でもいろいろなご意見

があります。やはり教員の中ではいまお話しが出てきたよう

に、部活動の指導をしたいから教員になったという教員がや

っぱり少なくはございません。今ほんとに今後５年度からど

うなるんだろうというのが、教員の心中はいろいろかなと思

っております。 

 私が手を挙げさせていただいたのは、今のとはまたちょっ

と離れまして、この資料３の右下にあります地域運動部活動

推進事業のスポーツ庁から出されている３番の生徒にとっ

て望ましい大会の推進という、これに関しましては少し現状

を報告させていただければと思っております。この 2月末で

すね、スポーツ庁と日本中体連とで、地域移行に係ることで

検討会議というものが開かれております。その中でスポーツ

庁の方から、令和 5年度から全国大会の在り方を少し変えて

ほしいという、強い要望が出ております。どのような要望か

といいますと、全中の参加資格の緩和です。今現在、そこの

右下にも書いてありますが、学校単位で、今現在は一番大き

い全国中学校体育大会は学校単位でございます。ですが、こ

の参加資格を緩和してほしい、してほしいというかしなさい

という形で今話がきております。実際にどういうことかと言

いますと、地域クラブ等も予選から参加して、その全国大会

にも地域クラブ等も参加できる体制をとってほしいという

形で、今すごい勢いで話が進んでおります。それで、今まで

４回の検討会議が開かれたんですが、今日の午後かな、第 5

回目の検討会議が開かれ、その中で結構詰めた話がひょっと

したら出てくるのではないかなという風なことを少し思っ

てはいるんですが、そういう今日の検討会議の内容も含めま

して、この 5月に日本中体連の理事会があります。そこであ

る方向性が提案されると思います。そして６月に評議員会、

理事会で正式な文書が日本中体連から出される予定です。た

だそれに関しましては、各都道府県別でいろいろな形を作っ

ていかなければならないかも知れませんし、その辺がどんな

ような内容で出てくるかはわかりませんが、令和４年度、令

和 5年度の参加資格の緩和にむけて、各都道府県大会参加の
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条件として悩ましい年ではないかなという風に思います。そ

れで参加資格が緩和されることになると思いますので、どこ

から市町の大会あるいは県大会からかというものもはっき

り決まっているわけではございませんので、ただそうする

と、いろんないままでやってきた中での不都合といいますか

難題も出てくると思われるのですが、ぜひ県内の各競技団体

の皆様にも協力していただきたいと思っております。 

 

佐々木委員ありがとうございます。高体連の方何かご意見ご

ざいますでしょうか。正村委員。 

 

高体連会長をお預かりしております正村でございます。今

年度はですね、本県で北信越地区のインターハイが行われた

と。本県でも４競技を開催することができまして、そういう

流れもありまして、そういう流れがありまして、コロナ禍で

はありますけど、高校の運動部活動も非常に活性化したとい

う風に私は感じています。その一方でですね、働き方改革に

端を発する、この動き方なんですけど、先ほどお話しありま

したが、令和２年の 9月にですね、通知が出まして、地域移

行を進めていく流れになります。その最終形がですね、私自

身どういう形でこれが収まって、この方向で進んだ時に 10

年後一体どういう形に部活動というものが進んでいくのか、

ちょっと形としてはっきり見えない状況です。ただ、現場の

現実としましては、非常にですね部活動に熱心でほぼ自分の

ライフワークであると、学校で授業をするということに加え

てですね、部活動にかける情熱もライフワークであるという

風に取り組んで、競技力の向上、生徒の育成に励んでおられ

る非常に素晴らしい方がおいでます。の一方でですね、専門

の競技でもないところで土日も練習を見るとか練習試合に

出るとかそういうことで非常に負担を感じる方もおいでる、

これがまあ現実ですね。これでこういう中で地域移行という

話が今進んでいます。先ほどちょっと向田委員の方からもお

話しが出ましたけど、土日につきましては、令和 2年度の文

書によれば、地域部活動の運営主体のもとで兼職兼業の手続

きを通して行うことということで、熱心な先生方にもそうい

う形で指導してもらうことになるのかなという風に思われ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西尾委員 

ます。ただ、場所ですね。場所の問題、やっぱり学校に戻っ

てくるかということもあるかと思いますし、それから競技に

よってはその指導、先ほど前畑委員の方からも少しお話しが

出ましたけど、適切なコーチが見つからない、指導者が見つ

からないというケースが多々出てくるんじゃないかなとい

う風な気がしています。ともかくやはり日本の教育は、学校

の中で部活動をすると、勉強と部活動を両方やるという中で

日本の教育が進んできたと、その中で働き方改革に端を発し

て、学校から部活動が少し離れていくという事に関しては、

やはり今後どうなっていくのか、非常に危惧されるところで

はあります。一方ですね、学校のなかでもですね、今申し上

げた通り文武両道という部分で、生徒を育成するという部分

で、その片方を話して言ってよいのかという議論が、実はあ

まり起こっていない部分があるんじゃないかなという気が

しています。一部の負担を感じている先生にとってはそれは

いい流れかもしれませんが、学校の中でその片方が失われて

いくという事に関して、多くの学校が文武両道、あるいは文

武不岐、あるいはそれを掲げていなくてもそれを両方やるぞ

ということで生徒を育成しているという大きな流れの中で

どういう風に新しい考え方を持ってこれるのか、そこのとこ

ろも課題かなという気がしています。それからこの流れの中

で学校対抗という発言も今ちょっと出ましたけど、学校対抗

という形も徐々に変わっていくことになるのかなという気

もしています。非常にこの問題が広範囲なんですが、ともか

くですね、高校生が本県の推進計画２０２１の中にもござい

ますように、生涯にわたるスポーツ活動の振興の基礎やと思

うんですね。中体連・高体連というのが。それから競技スポ

ーツで、競技力を向上させるという部分でも非常に大きな力

を持っている。それからインターハイが行われればですね、

通常であればたくさんの方がこのインターハイを見に来ら

れるということで、それを中心に地域も非常に活性化すると

いう大きな要素がたくさんあると思うんですが、それを今後

どのように、どのような形で我々は進んでいくのか、いける

のか、そこが考えどころかなという風に感じています。 

 

正村委員ありがとうございます。この問題、この場だけで
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議論する事でもございませんし、大変難しい、私自身もクラ

ブ活動で育ってきて、その競技を身に付けたという経験があ

るということもありますけど、いずれにせよまたお預かりし

ている競技団体の方でも日本協会レベル、それから県レベル

でも当然のことながら、議論しながら検討しているところか

と思います。ぜひ難しいだけに皆さんの中で情報共有して、

より良い方向を作り出せればという風に個人的には感じて

います。ぜひ協力していただいて、と思っています。県の方

で何か簡単によろしいでしょうか。 

 

向田委員、厳しくも愛情あふれるご指摘ありがとうござい

ます。保健体育課としてなんですが、いま委員にご指摘され

たとおり、あと中体連・高体連の会長さんもお話しされてい

るとおり、保健体育課としては今現在部活動に取りくんでい

る生徒が、やはり成長する機会というのを大事にしていただ

けるように環境を整えてほしいというのは大きな我々の責

務であろうと思っています。あわせて自分のことを言っても

何なんですが、部活動は生徒の成長だけではなくて、教員に

とってもやはり成長できる場であるという風に実感をして

おります。先生方、忙しいのでご負担をおかけするのは忍び

ないという気持ちはベースにありますし、国の方針を否定す

るものではないのですが、今現在部活動に取り組んでいる生

徒は、先生方とともに大事にされるような、そういうことを

我々はする必要がある。そのうえで競技力向上ですとか、生

涯にわたるスポーツ活動というものにつながってもらえた

らという気持ちは持って業務にあたっている、ちょっと大き

なことを言いましたが気持ちだけはそういう風なことだと

ご理解いただけたらありがたいなと思います。以上です。 

 

ありがとうございます。それぞれのお立場でご意見もある

し、議論を重ねていって、また情報を共有して、ぜひよろし

くお願いしたいと思います。この会議もその一助にはなるか

と思いますし、またいろんな場で議論だなと思いますのでよ

ろしくお願いします。それでは時間をかなり使いまして、多

くのご意見をいただくことができ、委員の皆さんからの貴重

なご意見・ご質問をいただいて成果ある会議になったかと思
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います。時間でもございますので、このあたりで質疑応答も

含めて終了とさせていただきたいと思います。最後によろし

いでしょうか。 

 

丸山委員からご質問いただきましたジュニアアスリート

の件なんですけど、いまちょっと確認をしまして、平成 30年

度からこのジュニア発掘行っておりまして、多い少ない評価

あると思うんですが、１８名がこの事業をきっかけとしてそ

の競技を始めて、現時点で継続をしているという状況でござ

います。 

 

ありがとうございます。 

 

それではこれを持ちまして本日の議事を終了させていただ

きます。ご協力誠にありがとうございました。このあと事務

局の方にお渡しいたします。 

 

西尾会長大変ありがとうございました。それでは以上を持ち

まして石川県スポーツ推進審議会を終了いたします。委員の

皆様本日は誠にありがとうございました。 

 

 

 

 


